
設問１

１甲の罪責

⑴ 強盗罪の成否

①「暴行又は脅迫」

②「他人の財物」

③「強取」

⑵窃盗罪の成否 ①「他人の財物」

②「窃取した」

③「不法領得の意思」

④ 故意

２乙の罪責 ⑴  窃盗罪の共謀共同正犯の成否

①　共謀共同正犯の成否

②　共謀共同正犯の要件

③ 　②のあてはめ

3 丙の罪責 ⑴　窃盗罪の実行共同正犯の成否

4 丁の罪責 ⑴  　盗品等保管罪の成否 ①「盗品」

②「保管」

③　故意

設問２ １小問⑴

⑴  共犯の解消の成否

①共犯の解消の解釈

②あてはめ



⑵ 同時傷害の特例の成否

2 小問⑵

⑴　共犯関係の解消

⑵ 同時傷害の特例の成否

合計



配点 採点

ア　定義 2

イ　あてはめ 5

ア　定義 0.5

イ　あてはめ 0.5

ア　定義 2

イ　あてはめ 8

ア　定義 0.5

イ　あてはめ 0.5

ア　定義 2

イ　あてはめ 14
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備考

脅迫と財物奪取との因果関係を評価対象とする

窃盗罪と横領罪の区別と上下関係のある場合の占有の帰属を評価対象とする




